
本市では、これまで「豊田市交通安全計画」（※現在は
第10次豊田市交通安全計画）に基づき、交通事故のない社
会を目指して様々な交通安全対策を進めてまいりました。
このうち、交通事故多発地点対策として、国、県、警察と
連携し、幹線道路を中心に対策を進めてきた結果、幹線道
路における交通死傷事故（以下「交通事故」という。）の
発生件数が10年前に比べて約４割減少しました。
豊田市全体の交通事故発生件数は着実に減少しているも

のの、１１月１７日には今年４回目の交通死亡事故多発非
常事態宣言が発令され、引き続き、交通事故削減に向けた
取組が求められています。

現在、本市では多発する交通事故の種類に着目し、事故に応じた対策を実施する「とよた事故削減あ
んしんプラン２０２０」を推進しています。(計画期間:平成28年度～令和2年度、対策箇所:43箇所)

◆豊田市の取組と交通事故の概況

◆とよた事故削減あんしんプラン２０２０（交通事故多発地点対策）

○対策イメージ

○対策事例と対策効果

※とよた事故削減あんしんプラン2020の詳細については市ホームページ（建設企画課）をご覧ください。
URL:https://www.city.toyota.aichi.jp/kurashi/koutsu/anzen/1016526.html
【お問い合わせ】豊田市役所 建設部 建設企画課 ℡0565-34-6682 2020.12
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※平成30年までに対策が完了した29箇所での比較

対策前後の交通事故発生件数の比較
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豊田市の交通事故発生件数の推移
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参考：とよたの交通事故 ※令和元年については豊田市調べ
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○事例【山之手１０丁目南交差点】の横断中事故対策

右折車はショートカット
により、横断者を認識し
にくく危険であった

注意喚起看板の設置 区画線により安全な走行ルートに誘導

幹線道路
約４割減少


